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The life cycle of Microcladia elegans OKAMURA was completed in culture and revealed 

to be the“品物糾onia-type". Growth and reproduction were examined under several con-

ditions of temperature and light intensity using unialgal cultures. Optimum conditions 

appear to be near 150C to 200C and 500 to 80001ux. Under the above conditions， the life 
history was completed in 3-4 months under a 12: 12 photoperiod in modified GRUND medium. 
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Microcladia elegans OKAMURAサエダは函館の

立待岬で3月から 9月頃，打ち揚げとしてよく見ら

れ，成熟体は4月下旬から 5月上旬に多い。そこで四

分胞子体から胞子を得，生活史を完結させるとともに

種々の温度，照度条件下で培養し，生長と成熟におよ

ぼす影響について調べることもできたのでここに報告

する。

材料と方法

採集は函館の立待岬で 1979年 1月から 11月まで

30数回にわたって実施したが，培養に用いたのは 1979

年 5月 23日に得た四分胞子体である。四分胞子の採

集と培養方法は前報(能登谷 1979)と同様に行ない，単

藻培養とした。初めに生活史の完結のため温度1OoC，

150C， 200Cの3段階とし，照度は 1000luxから 4∞o
luxの聞で1日12時間照明の条件下で培養してみた。

その後，ここで得た四分胞子と果胞子を用いて温度と

照度が発芽体の生長，成熟におよぼす影響を調べるた

め，温度を 50C，1OoC， 150C， 20oC， 250C， 300Cの6

段階とし， 500 lux， 10001ux， 20001ux， 40001ux， 

8000 luxの5段階の照度を組み合わせ，計30条件を

設定した。各条件の発芽体は7日目ごとに最もよく生

長した体について高さを測定し，成熟についても調べ

た。藻体の成熟に関しては，雄は体表面に精子器が形

成された時，雌は受精毛の発出が確認された時，更に

褒果の形成が見られた時，また四分胞子体では藻体中

に四分胞子褒が形成された時をそれぞれの成熟時期と

して記録した。培養液は GRUND改変培地(MCLA・

CHLAN 1973)を用い，視g定時に全量を換水した。

結果と考察

1.生活史

培養温度は前記のように1OoC，150C， 200Cの3段

階で行なったが，最も速く生活史を完結したのは却。C

であったので，以下に200Cでの発生経過について

記す。

野外で採集した体から得た四分胞子の直径は 43~

59μm，平均51.7pmで，球形の深紅色を呈していた

(Fig.1-A)。胞子は数時間後に基質のスライドグラス

に付着し，約24時間後には発芽を開始して仮根と直

立部の伸長が見られ，他の多くのイギス目;植物と同様

に直立型(猪野 1947)の発生を示した (Fig.1-B)。

そして発芽後7日自には高さ 0.4mm前後の体に生長

し，葉状を呈した (Fig.1-c)o 30 日自には高さ 3~

4mmに生長し，体のやや先端寄りの表層細胞が細分

して雄性器官の成熟が確認された (Fig.1-D)。精子器

は帯状に形成され，その部分はわずかに盛り上り，色

彩もうすれる (Fig.1-D， E)。この時期に他の発芽体
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には体の先端付ー近から受精毛を発出するものが見られ

雌性体の成熟が認められた (Fig.1-F)。発芽後 35R 

自には，ほとんどの発芽体は成熟し， ~償却i の両配偶体

の比率は約 1:1であった。発芽後60日目には，成熟

した袈果の形成が観察された (Fig目 1-G)。これら護果

を形成した休は新しい培養液を満した容総に移して地

養を続けたところ，翌日に果胞子の放出が見られた

(Fig. l-]-J)。果胞子は深紅色の球形で，凶分胞子の直

径よりわずかに大 き し直径 48~57μm で平均は 53.6

μm となったので，木種でも来胞子は凹分胞子より大

きいという傾向が明らかになった。 果胞子の発生過程

は1!.l:1分)j包子の;場合とほぼ同様に進み (Fig.1-1， .T)，発

A 

B !':i 

H 100..，m 

-聞-Fig. 1. Life history of jV!iC1οcladia elegal/s OKAMURA in culture 

A-G. Successiv巴 stagesof male anc1 iemale garnetophyte formation frOl11. tetra 

spore germlings. A. Liberated tetraspores fr01l1 a natural specimen. B. One-

c1ay-old germling with rhizoid. C. Seven-c1ay-old germling showing shape of blac1e. 
D. Thirteen-c1ay-olc1 male gametophyte in mature stage. E. Close up of a part 

of male gametophyte showing spermatangia at the blac1e ec1ge. F. A part of 

female gametophyte showing trichogyne. G. Sixty-day-olc1 carposporophyte show-

ing mature gonimoblast. 

1-I-rく Successivestages of tetrasporophyte formatiol1 from carpospore germlings. 

H. Carpospores liberated from a culturecl specimen. 1. One-c1ay-olc1 germling. 

J. Seven-c1ay-olcl germling showing shape of blacle. K. Thirty五ve-clay-olclgerm-

ling showing mature tetrasporangia. Use scale in K for A-D ancl G-Iく Use

scale in E for E ancl F. 
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芽後 35 日目には高さが 4~5mm に達し，発芽体の先 低照度条件におけるほど速く生長するが， 5001uxか

端寄りに四分胞子褒の成熟が観察された (Fig.1-K)。 ら80001uxまでの照度下の発芽体は直立体の長さが

四分胞子褒は初めは白く透明な部位が2列に形成さ 70 日間の培養でも 90~180μm に達するのみで，他の

れ，下方から次第に暗紅色に変わり，胞子漢の成熟が 温度条件のものに比べて生長は極端に遅い。果胞子と

認められ，やがて成熟した胞子褒から胞子が放出され 四分胞子それぞれの発芽体の 100Cから 250Cにおける

る。その胞子は野外で採集した体から得たものと形 生長と成熟は Fig.2とFig.3に示した通りである。

状，色彩ともに差異は認められなかった。 これで明らかなように，両性胞子の生長過程はともに

以上の結果から，サエダはこれまで報告されている 似た傾向を示した。すなわち， 10oC， 150C， 200Cでは

多くのイギス目の種 (UMEZAKI1977)と同様に，完 発芽後 5~7週日までは各照度条件とも生長に大きな

全なイトグサ型の生活史を示すことが明らかにな 差は見られないが，培養期間が長くなるにつれて低照

った。 度で高い生長率が見られ， 250C では 3~4週目頃から

2. 生長と成熟に及ぼす温度と照度の影響 各照度条件による差が大きくなる。発芽体の形態はー

上記の培養によって得られた四分胞子と果胞子を用 般に高温では体の幅が狭く，低温では広い。また，高

いて，温度や照度が生長，成熟に及ぼす影響を調べた。 照度におけるほど枝分れの多い体となり，低照度で分

培養温度は 50Cから 300Cの範囲で行なった。果胞 枝の少ない棒状の体となる傾向が明らかで・あった。吏

子と四分胞子とも 300C ではどの照度条件でも 2~4 日 に体色は，高照度におけるほど賞色が強くなり，温度

聞で枯死した。低温の 50Cでは枯死することはなく， と照度による形態，体色の変化が顕著であった。
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Fig. 2. Growth of carpospore gem!ings of Microcladia elegans OKAMURA 

under various temperatures and light intensities. Closed rectangle， 
500 lux; open rectang!e， 1∞o lux; closed circle， 2000 lux; open cir-
cle， 4000 lux; open triangle， 80001ux. EB indicates the presence of 
mature tetrasporangla. 
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果胞子発芽体 (Fig.2)の成熟H寺即jは200Cの4000 後には各照度とも四分胞子漢の形成が見られ，結局 4

lux， 80001uxのやや高照度条件下で最も早く，胞子発 カ月半の培養期間で 100Cから 250Cに至るすべての温

芽後 4週目に成熟が認められた。次いで5週日に 度，照度条件において成熟し，胞子の放出が見られた

250Cの20001uxと200Cの10001uxの条件下のもの ことになる。

が成熟し， 6 週目になると 150C の 1000~8000 lux， 凹分j胞子発芽体 (Fig.3)の成熟については，胞

200Cの20001uxと5001ux，250Cの40001ux，8000 子放iJI後 4 週日に 200C の 1000~8000 luxと250Cの

luxのものが成熟した。更に 10週日までには 150Cか 1000~8000 luxで雌雄日j性株が成熟し， 5週目には

ら 250C までのほとんどの条件下で成熟が見られた。 150C の 1000~4000 lux， 200Cの5001uxでも成熟に

一方， lOoCにおける発芽体では 80001uxの高照度条 至ったので， 150Cの5001ux，250Cの5001uxを除く

件のものは2週日までに枯死するが，他の条件では生 すべての条件で精子器の形成と受精毛の発出が認めら

育が見られた。しかし，発芽後 10迎自に至っても凶 れたことになる。褒果の形成は照度条件にかかわりな

分胞子褒の形成は観察できなかった。そこで 100Cの く， 200C では 8~9 週目に， 150Cでは 9週目に観察さ

条件下のものはその後も培養を続けたところ， 2カ月 れたが， 250Cでは 10週日に至っても褒果を形成した
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Fig. 3. Growth of tetraspore germlings of 1I1icrocladia elegalls OKAMURA 

under various temperatures and light intensities. Closed rectangle， 
500 lux; open rectangle， 1000 lux; closed circle， 2000 11llx; open cir-
cle， 4000 lux; open triangle， 80001ux. o and ♀ indicate the presence 

of mature spermatangia or trichogynes. G indicates gonimoblasts 

presence. 
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体は得られなかった。そこで吏に 2カ月間培養を継続

したが，生殖器官を形成することはなかった。 100C

での発芽体では 8000lux を除く 500~4000 I uxの条件

下で 10週目に及んで雌維の生殖器官の成熟が認めら

れた。その後2カ月間培養を継続した結果， 1000lux 

で1個の褒果が認められただけであった。

以上のように，サエダは培養温度 250C以下で生育

することはできるが， 150Cから 200Cが生長，成熟の

速い条件と考えられる。中でも最も短期間に生活史を

完結させた条件は 200C，4000luxで，その期聞は 3カ

月て、あった。逆に成熟の遅い条件は50Cで，成熟は確

かめられなかった。 100C，1000luxで9カ月間の培養

期聞を必要とし，条件による生活史完結のための期間

に著しい差異が見られた。また， 250Cの条件では，四

分胞子褒と雌雄生殖器官の成熟を認めることはできた

が，嚢果の成熟は見られないので， 250Cは生育できる

温度条件の上の限界に近いものと考えられる。

これら種々の条件下で得られる藻体の形態，色彩を

本種の採集された立待仰における天然の藻体と比較す

ると，本培養条件の 10~150C， 1000~20001ux で生

長した体とよく類似することから，当地での生育環境

はこれに近いものと推測される。

本研究に際し，材料の採集その他で御助力をいただ

いた赤城敏正氏に謝意を表します。
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